





Fusion of Horizontal Ice Columns (I)
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Abstract
The relationship between Nusselt's number and Reyonld's number and the variable
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図6　　水平氷円柱の局所融解半径の変化と経過時間の関係
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図7　　水平氷円柱の融解における半径方向
　　　局所熱伝達係数（Nu対Re対角度）特性
　　　　（△▲印Red＝6700　0●①印Red＝4500）
水平氷円柱の融解（1） 109
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図8　　空気中で融解する水平氷円柱の平均ヌッセルト数とレイノルズ数
　　　の関係（単純伝熱および霜相成長伝熱との比較）
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霜相の成長伝熱より若干低い値なのは，氷円柱の融解では，その表面がなめらかであるが，霜
相の成長では，表面が凸凹であること，すなわち伝熱表面積の決定法が異ること，および，融
解の時は表面が水膜におおわれる，相当の厚さを持つが，霜相の成長の場合は，水膜が無いか，
あっても極薄いことによる熱移動の難易の差があること，その他に，空気温度が低いため，物
質移動速度が小さいなどが考えられる。しかし，それぞれの因子の効果の大きさは今後の課題
である。
　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　論
　水平氷円柱を水平角型風胴内強制流れの中で融解する実験を行った結果次のことが明らかに
なった。
　1）水平氷円柱の融解形状が特異な形で偏心しており，上下の形状が対称的に融けているこ
とが観察された。
　2）融解速度は，各円周での半径方向について初期に直線性がある。前方よどみ点からはく
離点までは半径比r／r。＞0．2の範囲，はく離点から後方よどみ点でr／r。＞0．73の範囲で直線
性があった。
　3）はく離点の位置は，空気の流速O．67～1．96m／sまでの範囲では，前方よどみ点から1000
の所であった。
　4）半径方向の表面の局所ヌッセルト数は前方よどみ点を最大にし，特異な特性のあること
が明らかになったo
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　5）平均ヌッセルト数は，山川，大谷らの霜相の成長4）と10％以内で良く一致することが明
らかになった。
（本論文の一部は昭和51年5月，第13回日本伝熱シンポジウム，日本機械学会，化学工学協会，
冷凍協会等，共催の学術講演会にて発表したものである。）
　本研究は，藤岡貴君（昭51．長大卒）越道久実君（学生）の努力に負う所多大である。記し
て感謝の意を表わします・
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